
グループホーム堂の下ガーデンの中庭に咲く大島桜。
毎年3月下旬には満開を迎え、天気が良い日は入居者様をお誘いし、
お花見を楽しみます。ここ数年はコロナ禍における感染症対策のため、
個別での鑑賞としておりますが、来年はお茶や軽食を準備し、
皆さまと楽しいひと時が過ごせることを楽しみにしています。
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特集専
門
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

現
在
、
当
社
で
は
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
（
以
下
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
い
う
。）
を
全
6
事
業
所
（
9
ユ

ニ
ッ
ト
）
運
営
し
て
お
り
、
3
月
末
時

点
で
約
80
名
の
職
員
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
全
体
の
約
7
割
に
あ
た

る
53
名
が
介
護
に
必
要
な
資
格
を
持
っ

て
お
り
、
な
か
で
も
国
家
資
格
で
あ
る

「
介
護
福
祉
士
」
は
42
名
が
取
得
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
認
知
症
介
護
の
現

場
で
生
か
せ
る
よ
り
実
践
的
な
資
格
で

あ
る
、
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
が
３
人
、

認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
修
了

者
が
9
名
と
各
事
業
所
に
は
様
々
な
認

定
資
格
を
取
得
し
て
い
る
知
識
と
技
術

を
兼
ね
備
え
た
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
専
門
性
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
で
定
め
た
全
国
共
通
の
評

価
基
準
に
基
づ
き
、
職
員
の
技
術
評
価

を
行
う
「
介
護
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度
」
の
評
価
者
に
位

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て

本
部
　
総
合
企
画
　
ま
き
の
実
だ
よ
り
発
行
編
集
室

介護の主要な資格の種類
人数 資格名 内容

初級
1 名 訪問介護員 2級養成研修 介護資格の入門に位置づけられてい

た資格（現在は廃止）

1名 介護職員初任者研修 介護職の基本知識や技術を取得でき
る研修

中級 3 名 実務者研修
幅広い利用者に対する介護提供能力
を習得。また、介護福祉士の受験要
件となる

上級
42 名 介護福祉士

介護に係る一定の知識や技能を習得
習得していることを証明する唯一の
国家資格

6名 介護支援専門員 適切な介護サービスが受けるための
ケアプランを作成する

認知症ケアに特化した資格の種類
人数 資格名 内容

初級 3 名 認知症介護基礎研修 認知症に関する基礎知識を身につけ
るための研修

中級

21 名 認知症介護実践者研修 認知症高齢者の介護に関する知識や
技術を習得する実践的な研修

9名 認知症介護実践リーダー研修
「認知症介護実践者研修」を修了した
方が認知症介護において指導者とし
ての能力を養うために受講する研修

上級 3 名 認知症ケア専門士 高い学識と高度の技能、および倫理
観を備えた専門技術士



置
づ
け
さ
れ
て
い
る
ア
セ
ッ
サ
ー
も
６

名
お
り
、
日
々
の
ケ
ア
を
客
観
的
に
評

価
し
、
ス
キ
ル
向
上
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に

当
社
で
は
全
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
認

定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
を
配
置
し

（
第
１
号
・
2
号
研
修
修
了
者
は
33
名

在
籍
）、
医
師
に
よ
る
指
示
の
も
と
、

看
護
師
と
連
携
し
痰
の
吸
引
や
胃
瘻
・

腸
瘻
に
よ
る
経
管
栄
養
を
行
う
な
ど
、

入
居
者
様
の
状
況
に
合
わ
せ
た
医
療
的

ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
様
の
な
か
に
は
加
齢
や
認
知

症
の
進
行
と
と
も
に
、
誤
嚥
等
の
嚥
下

障
害
が
起
き
た
り
、
肺
炎
な
ど
の
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
食
事
は
1
日
で
も
長
く
経
口
摂

取
を
希
望
さ
れ
る
方
が
多
く
、
そ
の
よ

う
な
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
上
で
も
喀

痰
吸
引
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
専
門
性
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
、

ま
た
、
入
居
者
様
か
ら
求
め
ら
れ
る

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、

日
々
技
能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

高
度
な
知
識
と
ス
キ
ル
の
習
得
に
努
め

て
い
ま
す
。

新
た
な
資
格
取
得
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

日
々
の
ケ
ア
を
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
、
当
社
で
は
新
た
な
資
格
取
得

を
目
指
す
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
喀
痰
吸

引
研
修
は
業
務
上
必
要
で
あ
る
資
格
と

認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業
務
内
で
受

講
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、
資
格
取
得
に

必
要
な
費
用
を
貸
与
す
る
制
度
も
設
け

て
い
ま
す
。
現
に
、
グ
ル
ー
プ
法
人
で

あ
る
医
療
法
人
社
団
慶
勝
会
が
２
０
１

７
年
か
ら
開
講
し
て
い
る
喀
痰
吸
引
等

研
修
を
受
講
し
、
各
事
業
所
で
複
数
名

の
認
定
者
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
喀

痰
吸
引
等
研
修
だ
け
で
な
く
、
介
護
福

祉
士
実
務
者
養
成
研
修
や
介
護
職
員
初

任
者
研
修
も
同
様
に
受
講
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、
認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者

に
は
訪
問
看
護
事
業
所
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
定
期
的
な
研
修
を
開
催
し
、
研

修
用
の
人
形
を
用
い
て
一
連
の
動
作
を

復
習
し
た
り
、
心
肺
蘇
生
法
の
確
認
を

行
う
な
ど
、
資
格
取
得
後
も
安
心
安
全

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
繰
り

返
し
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
認
知
症
ケ
ア

2
0
2
1
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で

は
、
認
知
症
へ
の
対
応
力
を
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
、
資
格
が
な
い
方
で
も
基

本
的
な
知
識
と
技
術
が
身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
認
知
症
介
護
基
礎
研
修
の
受
講

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
高
齢
者
の
約
5
人
に
1
人
が

　認知症介護基礎研修のカリキュラムは『認知症の人
の理解と対応の基本』です。
　認知症の人を取り巻く現状、病状に関する基礎的な
知識を学び、認知症ケアの基礎的な技術に関する知識
とそれらを踏まえた実際の対応方法を身につけること
を目的にしています。

認
知
症
に
な
る
と
い
わ
れ
る
2
0
2
5

年
に
向
け
、
認
知
症
ケ
ア
へ
の
深
い
知

識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
、
ま
た
、

重
度
化
が
進
む
認
知
症
高
齢
者
の
終
末

期
支
援
に
お
い
て
、
ご
本
人
の
み
な
ら

ず
家
族
に
も
係
る
精
神
的
、
身
体
的
苦

痛
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
「
認
知
症
緩

和
ケ
ア
」
を
推
進
す
る
支
援
体
制
の
構

築
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
状
況
に
お
ら
れ
る
方
々
へ
幅

広
い
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
、
よ
り
一

層
職
務
の
専
門
性
を
高
め
、
良
質
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

認知症介護基礎研修とは

TIPS

学習内容

⃝認知症の人を取り巻く現状
⃝具体的なケアをする時の判断基準となる
考え方
⃝認知症の人を理解するために必要な基礎
的知識
⃝認知症ケアの基礎的技術に関する知識と
実践上の留意点




